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平成３０年度茅ヶ崎市まちぢから協議会連絡会１月定例会議事録 

 

１ 日 時  平成３１年１月９日（水）午後３時３０分～午後４時３２分 

２ 場 所  市役所本庁舎４階 会議室１ 

３ 出席者  後藤会長、細田副会長、植松副会長、和田会計、矢野監事、弓達監事、 

関野保、河内昇、篠原徳守、林正明、真野宗直、三觜健一、林申次、 

高梨勇、岩壁榮、熊澤繁雄、滝本誠、新倉昭人、中田一夫、前田積、 

青木三郎、古谷宏、茂木信男、永野盛芳、永澤鐵男の各委員 

欠席 小島正徳委員 

     都市政策課長（後藤課長外）、市民自治推進課（協働推進担当課長、前田課

長補佐、遠藤福主査） 

市民自治推進課（富田課長、永倉課長補佐、木村課長補佐、小松担当主査、

窪田副主査） 

事務局（山田、長野） 

４ 会議の経過 

（１）開  会   細田副会長 

（２）あいさつ   後藤会長 

（３）議  題 

   ① 新年賀詞交歓会について 

事務局より、資料に基づき説明した。 

② 平成３１年度定例会等の日程について 

  事務局より、資料に基づき説明した。 

委員 去年、８月の定例会はなくしたらという意見を申し上げたが、検討したのか。 

会長 その時にお答えをしたと思いますが、まちぢから協議会ができてから、自治会  

  連絡協議会の時とは違って、行政との連携も含めて協議する場として、８月をや 

  めると９月に行政の依頼事項とかが増えてしまうことなど、いろんな問題があっ 

  て８月も開催するということで、役員会も含めて皆さん方にもご了解をいただい 

  ていると思います。 

委員 昨年もこれという議題はなかった。８月というのは地域はいろいろとある。検 

  討をしてください。 

会長 ほかの委員の方の意見を聞きたいと思います。 

他の委員 私共の地区につきましては、まちぢから協議会になってから、いろいろな  

    団体も参加しているということで、市からの情報等は速やかに地域に流すと   

    いうことなので、ひと月間が空くと２か月まとまった情報を流さざるを得な 

    くなるということで、会長のお話のとおり８月も開催するという方向でお願 

    いします。 

会長 ほかに意見のある方いらっしゃいますか。いらっしゃらないようなので, 

    ８月の定例会をこのまま続けていくということで、よろしいでしょうか。（賛同 
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  者多数）このまま続けていくということにさせていただきます。 

   

 ③ その他 

ア 情報交換について 

（ア）茅ヶ崎市内の犯罪発生状況等について 

後藤会長より、茅ヶ崎市内の１２月末現在の犯罪発生状況等について、資料に基づ

き説明があった。 

振り込み詐欺については、茅ヶ崎地区、海岸地区、鶴嶺東地区と南湖地区で４件、あ

と寒川町で１件ということで、５件発生委しています。次のページを見ていただきます

と、海岸地区は９月５日になっていますが、これは１２月に９月に振り込み詐欺があっ

たということがわかったということで件数が増えています。次のページ、地区の下に数

字が書いてありますが、これは昨年度の件数です。茅ヶ崎地区が倍以上に増えています。

鶴嶺東地区も４件ということです。湘南地区も２件から、ずっと０が続いたのですが、

１２月に１件出てしまいました。しかし、湘南地区は一昨年は１６件あったのが３件と

いうことで大幅に減少しています。あと、自転車盗ですが、茅ヶ崎地区管内の犯罪認知

件数でいくと約３０パーセントが自転車盗ですが、おかげさまで３６０件ということで、

一昨年は５２２件なんです。寒川町も入っていますが、１００件近く減少しています。

自転車等というのは、毎回お話しておりますが、大人の方もそうなんですが、青少年の

ちょっと借りていこうというようないたずらが多いです。しかしながら、これは犯罪で

すので、自分の地域のなかで、青少年に対して、なるべく注意喚起をしただきたい。そ

れから警察が届け出をして交番に届けて書類などを書いていると約３０分くらいかか

るそうです。それで見つかると本人に報告する。時間を結構費やすということで、全体

の３０パーセントの自転車盗があると交番のお巡りさんがそれにかける時間が多くな

るということで、これがなくなればパトロールだとかほかの事の強化ができるので、な

るべく減らしていけたらと思っております。振り込み詐欺についても全国的には減少傾

向なんですが、神奈川県では増加傾向です。逆に茅ヶ崎市は大和市と一番目と二番目を

争っている状況だったのですが、おかげさまで昨年１４件減少し、金額的にも１億２千

万円ぐらい被害金額が減ってきているので、現在は県内ワースト７番目と下がっており

ます。これも２年前からこういう報告をしながら取り組んでいる成果だと思います。あ

と交通事故については下の欄に書いてありますように、高齢者の交通事故がやはりプラ

ス１１件ということで、一昨年より増えております。あと二輪車、自転車、子どもの事

故については、一昨年より減少してきておりますが、神奈川県の平均と比べると二輪車

と自転車が少し増えております。これにつきましても注意をしていただきたいと思いま

す。 

（委員）会長さんがこの件について報告するのはいいと思うんですが、この資料は安全  

   協会の資料ではないんですか。昨年はこの件については会長が報告することはな 

   く、副会長の後藤さんが説明をしていましたが、これは警察の会議のなかで出さ 

   れたものを報告しているのですが、それとも後藤さんが警察にじかに出してもら 
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   って報告をしているのですが。 

（会長）これはですね。いままで警察はこういう情報は流さなかったんですが、数年前 

   から、警察だけで犯罪は減りませんよ、警察と行政と地域が一体となって取り組  

   んでいく。暴行や傷害などはなかなか地域ではできないですけれども、振り込み  

   詐欺だとか空き巣とか自転車盗などは地域で努力すれば減るんじゃないですかと 

   いう話をしながら、警察にこういう情報をできるだけ開示していただきたいとい 

   うことでお願いしました。私もいま警察の協議会の委員になってますので、そう 

   いう関係で情報をいただいて、皆さん方に流しているということです。それで私 

   の方から報告をさせていただいているということです。 

  （委員）そうですか。そういうことですか。昨年も今年も後藤さんが報告をしていたの 

     で、副会長とか会長の立場で報告をしているのではないのですね。 

  （会長）いままでも警察の協議会に私が携わっていたので、私の方から説明をさせてい  

     ただいていました。警察もまちぢから協議会連絡会に対して情報を提供してくだ 

     さいということで行っていますし、それにより犯罪件数も減ってきていますので、 

     警察もぜひ協力をしていただきたいということです。今後、安全防災部会などを 

     作りその中で対策も含めてやっていくのが、一番いいと思いますが、当分の間は  

     私がやっていきたいと思います。 

（イ）茅ヶ崎南地区より情報の提供があった。 

   ご存知のとおり社会的問題になっております、マイクロプラスチックの基礎知識と漂流 

  物の調査について、高砂コミセンで講演を行いますが、コミセンの催しもの講演会などは 

  なかなか情報提供されないですが、この講演は非常に興味のある社会問題の一つでありま 

  すので情報提供します。海が汚染されていて、それを食べている魚を食べている人間、大 

  きな問題です。講師は防衛大学の先生で、茅ヶ崎海岸でふるいを持って調査したらマイク 

  ロプラスチックがこれだけでるんです。そんなに汚れているのかという感じです。もう一 

  つは、ここに参加されている長谷川由美さんが、ダイビングをやりまして烏帽子岩で  

  潜ったそうです。そうしたらゴルフボールが４３個でてきた。さらにいろんなプラスティ 

  ックがたくさん出てきたそうです。非常に汚染されている。こういう問題をみなさんと共 

  有したいということで、各コミセンの会長さんにはすでにチラシとポスターを配っており 

  ます。皆さんにも時間があれば、この日どうかなと思って、お配りしました。 

（ウ）海岸地区より梅まつりについて情報提供があった。 

   毎年２月の１０日前後に以前は海岸地区と中海岸が中心となって、毎年高砂緑地で梅  

  まつりを開催しております。高砂緑地で催しをしながら売店を出したり、お茶席を作っ 

  たりしています。昨年から中海岸が茅ヶ崎南地区になったので、海岸地区と茅ヶ崎南地 

  区の共催ということで、２月１１日に梅まつりを高砂緑地で行います。よろしくお願い 

  します。 

（カ）小出地区より広報紙の提供があった。 

   最後のページを見ていただきたいと思います。お帰りなさい。７０年前のピアノとい 

  うことで、これは、昔小出村が、茅ヶ崎市に合併する前に、昔の小学校には小さなオル 
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  ガンしかなかった。ぜひ子どもたちのためにということで、アップライトのピアノを学 

  校に寄付した。それがだいぶ傷んでおりまして捨てられる寸前だったのですが、去年、 

  まちぢから協議会で募金活動をして、基金額も１００万円以上集まりまして修復できま 

  した。このお披露目会を今年の５月６日、小出小学校の創立記念日なんですが、この日 

  に地域の皆様、寄付をいただいた方を招待しまして、お披露目のコンサートをやろうと 

  いうことになりました。 

（エ）松浪地区より広報紙の提供があった。 

   少し遅くなりましたが、１２月１５日発行のまつなみだよりを今日添付させていただ 

  きました。ご覧いただければと思います。 

（オ）湘南地区より広報紙の提供があった。 

   湘南地区は、２回はＡ３の裏表ですが、今回は３回目ということでＡ４の１枚でまと 

  めてみました。広報部会でだいぶカラフルに作りました。自分たちでレイアウトも含め 

  て、全部作ったんですが、腕がなかなか上がってきて、少しずつ紙面が良くなってきて  

  います。湘南地区は振り込み詐欺のことを必ず広報紙に入れているんですが、件数が６ 

  件になってるところは、１６件の間違えです。すみません。 

イ その他 

（ア）防災トイレについて 

  （市民自治推進課長）それでは、防災トイレについてご説明申し上げます。平成２９年度 に 

  浜須賀小学校に防災用屋外トイレが設置されました。このトイレが市内にどれくらい設  

  置されているのかと申しますと、市内の小中学校で７校に設置されております。このト 

  イレが災害地区防災拠点である小中学校に今後設置されていくのかといいますと、地域 

  防災計画等年次を決めた計画は今のところないとのことです。なぜかと申しますと、こ 

  の取り組みは東日本大震災後に国の緊急経済対策の防災機能強化のひとつの施策として、 

  ４屋外トイレの整備のメニューがあげられたということだそうです。始まった当時はか 

  なりの金額が補助金として国から補助金として交付されていたようですが、現在は少し 

  減ってきていると聞いております。１基あたり２，０００万円ぐらいかかるなかで、補 

  助率も１００％補助ではなく若干の補助ということで、市の負担がかなりあるという状 

  況でございます。そうは言いましても、既存の屋外トイレが老朽化して生徒や地域の方 

  の使用に支障をきたしているなどの事情によりまして、今後、補助制度のタイミングも 

  計りながら随時設置をしていきたいとのことでございます。防災上大切な設備でござい 

  ますが、エアコンや生徒用のトイレの洋便器化など、課題があるなかでバランスを見な 

  がら整備をしていきたいとのことです。 

（イ）各小中学校のＡＥＤ設置について 

 （市民自治推進課長）これまで、各小中学校には、ＡＥＤを屋内に１基常備しておりまし  

 た。しかしながら屋外での活動や地域の活動も活発化されていることから、屋外にもＡＥ  

 Ｄを設置していこうということになり、１月現在で各小中学校に合計２基設置されたとい 

 うご報告でございます。表面には各学校の設置場所が記載されていますのでご確認くだ 

 さい。裏面にはそのＡＥＤのボックスが表示されておりますが、このうちの左下の壁に設 
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 置されているボックスが現在ついております。ここには夜間もわかるように蛍光版がつい 

 ていたり、通常のＡＥＤのボックスと同じように開けると音がするようになっております。 

 学校に行かれることがありましたら、ご確認いただければと思います。 

 （会長）裏側に場所が書いてあると思うんですが、上に施設外設置場所というのが今回  

    取り付けたものです。 

 （委員）このＡＥＤの設置なんですが、この設置を積極的にしていこうということなん  

    ですが、市の公園の中にＡＥＤを設置した場合、どれくらいかかるのでしょうか。 

    公園にあれば皆がわかると思うんですね。費用とか公園に設置する許可とか、ま 

    ちぢから協議会の補助金とか防災の補助金をを使えるのかとか、公園緑地課の協力 

    はどうかとか、次回でもいいのでわかれば教えてもらいたい。 

（ウ）「ＴＥＡＭ 防災ジャパン」のイベントについて 

  資料に基づき都市政策課長より説明があった。 

  （会長）役員会のなかで、定員１５０名ということで本当に集まるのかという心配をし   

     ておりましたけれども、説明を聞きますと内閣府が主催ということで、茅ヶ崎市  

     だけでなくほかの市からも来られるということで、人数は大丈夫ですね。 

  （答）過去に他県で４回行われておりますけれども、内閣府が全国から参加者を募って  

    いるということで、ほぼ毎回満席に近い人数が集まっています。 

 （エ）「みんなで歌いましょう」のイベントについて 

  資料に基づき事務局が説明した。 

（オ）来年度の市民集会の日程について 

 資料に基づき市民自治推進課長より説明があった。 

（カ）高南一周駅伝について 

 （会長）この１４日に第８１回高南一周駅伝大会が開催されますが、今年から柳島のスポ  

    ーツ公園がスタートということで、警察の方でいままで体育館からスタートして円 

    蔵などを回っていたのですが、交通渋滞の問題だとか安全面のことで移ったのです  

    が、この中でも協会とか担当の方がいろいろコースを検討していたのですが、警察 

    のほうでバス通りはだめだとかいろいろな意見が出まして、コースが案からだいぶ 

    変更になってしまって、男子の一般が１．５から２．５kmほどコースが短くなっ 

    てしまった。私の自治会のところも通るんですが、非常に狭い道を走るわけです。 

    私も心配して道路をみたのですが、穴が開いていたり、でこぼこしたりしていて、 

    これで転倒してけがをしたらいけないので、道路の修理をしていただいたのですが、 

    警察にもわれわれとして意見をいいたい、来年以降どうするのか、皆さん方の地区 

    で今回選手が出場した後、今回どうだったかを聞いていただいて、来年以降その声 

    を警察に伝えていきたいと思います。よろしくお願いします。 

 （委員）高南一周駅伝の件に関して警察の意見もあるんでしょうけれども、長い伝統をも 

    っているわけで、そういうものをコースを選定するにあたってこれは体育関係の団   

    体だけの問題ではないと思います。スポーツ公園を中心にしてやりたいというので 

    あれば、まちぢから協議会、地元の自治会も含めて、そうしたら伝統を守りながら、 
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    みんなが楽しめる駅伝になるかということをしないのかというのが、私の最大の疑 

    問です。選手に対してもかわいそうなので、箱根駅伝だってコース変えるときは大 

    変なんだから、この地区にとっては非常に長い伝統をもってるんです。そのことか 

    らみると特にスポーツ公園はきれいにできたのかもしれないけれども、公園だけき 

    れいにできればいいのではなく、バスにしてもあれだけの施設ができるのであれば、 

    浜見平の団地まではたくさんバスが出てるわけだから、それをなぜスポーツ公園ま 

    で延伸することを考えないのか、検討している人たちの意見を聞いてみたい。箱も 

    のだけきれいにできたけど、まわりの整備が何も進まないし、新たな計画だけがで 

    きてくる、非常に心外なんです。縦割り行政であっても新しいことをやるのならい 

    ろいろな人の意見を聞いて、特に経験のある人の意見をよく聞いてもらいたいと思 

    います。そういう意味じゃあ経験のある人に頑張ってほしい。もしよろしければ聞 

    かせていただきたい。 

 （会長）委員の言ったことは、私も非常に思っていまして行政も協会も結構警察にお願い 

    して、最初はスポーツ公園から浜見平の東富士通りというバス通りを通る予定だっ 

    たんですが、警察がなんとしてでも駄目だという。それで一生懸命いろんなことを 

    やったんですが、本当はもっと早くコースを決めなければいけないのですが、ごた 

    ごたしました。あとバスの問題なんですが、行政はスポーツ公園にちゃんとロータ 

    リーも作ってあってバスを通したいと言ってるんですが、神奈中が今運転手不足で、 

    もう一つはスポーツ公園までバスを通しても利用者がいないとのことで神奈中が 

    認めない。昔は行政が頼めば聞いてくれたんですが、今神奈中は業績も厳しくなっ 

    たし、運転手不足という問題もありまして、シビアになってます。中島地区もバス 

    を通したかったのですが、そういう問題でいまひっかかっています。 

    高南一周駅伝の問題は、やってみてどうだったのか意見を聞いていただいて、集約 

    して警察の方に強くいっていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

  （４）行政からの依頼事項 

〇 定例・報告事項 

① 広報紙「市民参加特集号」の配布について 

    市民自治推進課 協働推進課長より、資料に基づき説明があった。 

 主な質疑は次のとおり。 

（問）これは通常の広報紙とは別のものなんですか。発行元は秘書広報課になってるんで

すけど、問い合わせは市民自治推進課になってるんで、同じ茅ヶ崎市の広報といって

も、別物という考えなんでしょうか。 

（答）考え方としては通常のものとは別物となります。ただし、実際に発行する手段とし

ましては、２月１日号の広報紙の中に折込をさせていただいて、同時配布をさせてい

ただければと考えております。 

（会長）２ページ目の下の皆さんの声ということで、夕方のチャイムの赤とんぼのところ

なんですが、前回もお話したのですが、「このチャイムを鳴らすのは防災行政用無線の

試験を目的に・・・」となってて、当初はそうだったのかもしれませんが、今もそれ
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でいいのかという意見がでていたんですが、もう一度確認をしていただいて、うちの

地域の校長先生に聞くと、これを目的に小学生は家に帰ってくださいと指導している

らしいんです、それなのに試験放送と書かれるとちょっと違うのかなと思います。 

（答）承知いたしました。本日の資料につきましては、担当課に確認をさせていただいた

ところではございますが、改めてただいまご意見をいただきましたので、調整をさせ

ていただきたいと思います。 

（委員）会長からのお話なんですけれども、チャイムの赤とんぼなんですが、これは最初、

５時とか４時半にただ鐘がなってたんです。それで１０年ぐらい前に山田耕筰没４０

年ということを記念して、ここに出てる人たちと私が事務局長をさせていただいて、

確か１０年ほど前に偲ぶ会をやった時に、そのグループの人が夕方のチャイムだけじ

ゃさみしいから、せっかく地元出身の山田耕筰がいるんだから記念して歌を流したら

どうかということを、市の方にお願いしたいきさつがあるんです。その２年後ぐらい

から始まった。作曲は山田耕筰で作詞は三木露風で三木露風の山口県の町では赤とん

ぼ記念館があって、赤とんぼを流している。 

（会長）そういう経過もあるし、ただ試験放送だよという言い方をされると、せっかく変

えたんだから、もう少しうまい表現をした方がいい。 

  （委員）私の方の学校の校長さんが熱心で、今の校長さんが推進協にいって、子どもたちが 

    朝ご飯を食べてこない子が多くなったらしいんです。それでこの校長さんが赴任したと 

    ころ松林と松浪と浜須賀地区にみえたんです。それで推進協の方に何とかならないかと 

    いう課題を言ったんです。それに答えたところの推進協もあるようですが、うちの方の 

    推進協の会長はあまりピンときてないんです。それで申し訳ありませんが、みなさんの 

    地区の学校でそういう課題が発生してないかどうか聞きたいんです。小学校の校長さん 

    は言わないんですけれども、中学の方がそういう話がでている。そうすると各地区でも 

    中学校は１３校ありますけれども、それに対して推進協のほうが対応してるところがあ 

    るかどうか教えてもらいたいんです。これは大きな問題なんです。推進協の会長が、あ 

    まり関心がないとか、わからないとか批判されると私も困る。それで各小学校１９校、 

    中学校１３校の校長に合わせて聞いてもらいたいのは、学校の給食費の未納の状況は 

    どうなのか教育委員会の方から資料を取ってもらいたい。お願いします。 

  （会長）持ち帰って次回の定例会の時に、学校関係などにお話を聞いていただいて、状況を 

    報告していただいて、お話合いができればと思います。 

（５）閉  会   植松副会長 

 

 

 

 

 


